
コーヒー2050年問題・・・

温暖化による気候変動は、温度の上昇だけではなく、湿度
の上昇や降雨量の減少など、様々な変化を引き起こします。

生産できる地域が限られているコーヒーの栽培にも、気候
変動は大きな影響を与えます。

このまま温暖化が進むと、世界で消費されるコーヒーの約7
割を占めるアラビカ種の栽培適地は、2050年には現在の
50％にまで縮小すると予測されています。

私たちが普段からよく飲んでいるコーヒーは、身近に飲め
なくなってしまうかもしれません。

コーヒーの未来のために、将来の地球のためにも、環境につ
いて考えてみませんか。



1 矢崎総業㈱Ｙ－ＣＩＴＹ 2 中部電力㈱浜岡原子力発電所

3 本田技研工業㈱トランスミッション製造部 4 ㈱ニッピ富士工場

5 ＮＴＮ㈱磐田製作所 6 ＮＥＣプラットフォームズ㈱掛川事業所

7 浜松ホトニクス㈱電子管事業部 8 ㈱イズミテック

9 興和㈱富士工場 10 新東海製紙㈱

11 日本軽金属㈱清水工場 12 芝浦機械㈱

13 シミックＣＭＯ㈱ 14 ㈱ニチビ静岡工場

当協会の会員が6月に行った取組をご紹介します。
清掃活動を毎年定期的に継続して行っている事業所が多いようです。
近年は、空調や照明の節電などの省エネへの取組や、個人ひとりひとりの意識の持ち方も
重要であることから、環境メッセージの呼びかけや環境教育の取組も増えてきました。
ぜひ、参考になるポイントを見つけてください。



  矢崎総業（Y－CITY)
所  在  地：静岡県裾野市御宿1500
従業員数：約2,200名（2023年1月時点）
敷地面積：169,000㎡（東京ドーム3.5個分）
業務内容：

・矢崎グループの経営管理及び製品の販売管理
・新製品の開発研究
・矢崎グループの間接業務（本社機能）



環境意識高揚の活動

・各建物に環境月間の垂れ幕設置
・環境標語、ポスターの社内応募と優秀作品の掲示

・従業員PC立ち上げ時の環境クイズの実施

・社内HPに環境コラムの掲載

矢崎総業 Y-CITY



CO₂排出量削減への取組み
・室内温度管理の徹底
・クールビスの実施
・毎週水曜日のノー残業Day実施
・環境施設パトロール実施
－廃棄物置場の現場確認
－環境関連設備の悪臭の現地確認

廃棄物の削減
・私物ゴミ及びタバコの吸い殻持ち帰り活動

生物多様性への配慮・貢献
・狩野川水質保全協会との協働で河川清掃実施
・事業所周辺の美化清掃の実施

矢崎総業 Y-CITY



環境標語／ポスター
・グループ各事業所より環境標語／ポスターを募集し、
優秀作品を表彰。
優秀作品はそれぞれ各事業所に1年間掲示。

矢崎総業 Y-CITY



当発電所HPをご覧ください
https://www.chuden.co.jp/energy/nuclear/

https://www.chuden.co.jp/energy/nuclear/


・環境問題に対する啓蒙活動の実施
・環境e-ラーニング等環境教育教材の利用
・カテエネの利用

カテエネでは、電気とガス（当社契約のみ）のご使用量に応じたCO₂排出量が自動表示されるほか、
「家電の省エネ効果シミュレーション」をはじめ省エネに役立つ情報を提供しています。

・節電（空調・照明・エレベータ）
・所大早期退社デーの設定
・クールビスの実施
（ノーネクタイ、ノー上着）

・浜岡砂丘清掃活動

中部電力㈱浜岡原子力発電所



トランスミッション製造部はHonda発祥の地にあって、
その芽生えから今日まで、ものづくりの拠点として歩
み続けています。
1951年、当時画期的なオーバーヘッドバルブのエンジ
ンを搭載したドリームE型を開発。
そして、夢の実現に向け東京に本社を移転。
続くカブF型で全国市場を開拓していきます。この黎
明期にあって、お客様のニーズに応える生産能力を備
えた拠点として、1954年設立されたのが現在のトラン
スミッション製造部なのです。
常に高い目標を掲げ、自らの技術で超えていく、
Hondaの伝統を確かに受け継いできているのです。

【e:HEV(2モーターハイブリッドシステム)】

【CVT(無段変速機)】https://www.honda.co.jp/hamamatsu/

https://www.honda.co.jp/hamamatsu/


・『森のたより』HondaWoods（所内ビオトープ）活動HP掲載
https://www.honda.co.jp/philanthropy/hondawoods/location/hamamatsu.html・環境リーフレット発行

会議による落とし込み及び全従業員へ配布、一言宣言記入
・所内環境ニュースの発行

・6/4（日）浜名湖クリーン作戦
（浜名湖周辺関連箇所 2会場）

参加人数200名

本田技研工業㈱トランスミッション製造部

https://www.honda.co.jp/philanthropy/hondawoods/location/hamamatsu.html


㈱ニッピは1907年に設立し、1936年にゼラチン製造
事業へ参入。

1940年に静岡県富士宮市へ富士工場を設置しました。

国内コラーゲンペプタイド原材料市場シェアトップ。

美容・健康食品・医療向けコラーゲンペプタイドの
研究開発及び製造を行っています。



・環境月間周知の為に提示によるお知らせを行った。

・温暖化対策の為、ノーカーデーやエコ運転の啓発を行った。

・排水処理施設のパトロールを行い、点検・整備を実施した。

・環境測定機器の点検校正を行った。
㈱ニッピ富士工場



・空調設備の定期点検を実施した。
（冷媒ガスの漏れチェック・フィルター清掃等）

・エアコン下部にハイブリットファンを設置し、空気を循環させ
ることで空調効率を向上させた。

・省エネのため、工場内蛍光灯のLED工事を行った。

㈱ニッピ富士工場



㈱ニッピ富士工場

・工場内外の清掃活動を実施した。

・本年も環境保全活動に多くの従業員に参加いただけた。

㈱ニッピ富士工場



NTN磐田製作所はNTNグループ(国内)における生産額の約30%を生産しています。敷地内には、5つの工場、2つ
の研究・開発部門があり、生産額の約80%を自動車向けが占めるNTNにおける国内最大の事業所です。

研究・開発部門が生産現場に隣接し、密接なコミュニケーションを通じて、信頼できる品質、最適の商品設計、
製品改良、用途拡大、原価低減など、あらゆる角度からお客様のニーズにお応えする「もの造り」に取り組んで
います。

また、昨今のダイナミックな環境変化を機会ととらえ、お客様の期待以上の価値を提供し自動車市場で不可欠
な駆動領域のトップメーカーを目指しています。



・会社だよりの発行
会社だよりを発行し、環境月間の行事を周知した。

・環境ニュース（プラスチック汚染）の発行【写真左】
国連環境計画（UNEP）が2023年の世界環境デーの解決策テーマと
して発表した「プラスチック汚染」を題材に制作内の廃プラスチッ
クの状況についてまとめ、各部門の掲示板への貼付等で従業員に周
知した。
※ 廃プラスチックに関するアンケート実施中。

・排水処理施設見学会（6月13日）
排水処理業務に関する座学、及び排水処理場の現地見学を実施した
（参加者8名）。

NTN㈱磐田製作所



NECプラットフォームズは、ハードウェア機器の開発・生産から、ITとネットワークを

融合したシステムの提供、IoT・AIを活用した新たなソリューションの創出まで、幅広い
ICTプラットフォームを提供しています。

掛川事業所は、無線LANルーターや光通信機器、5G関連装置などのネットワーク系機器
を生産する主力工場です。

https://www.necplatforms.co.jp/

https://www.necplatforms.co.jp/


・「環境月間」通知
 社内ポータルサイトの他、社内SNSで環境月間の案内を行い、
 各種イベントへの参加を依頼

・「生態系・生物多様性保全動画」の視聴案内
 今年は大阪市環境局の許可を得た上で、動画視聴の案内を
 実施

・「環境向上標語」募集
 エコ製品、省エネ、ゴミ分別、3R、生物多様性、大気
 汚染対策などに関連する標語を募集

NECプラットフォームズ㈱掛川事業所



・一斉清掃活動
 事業周辺の清掃を実施（6/16㈮,6/28㈬）

NECプラットフォームズ㈱掛川事業所



光電子倍増管
  浜松ホトニクス㈱電子管事業部は、高速・高感度な光電子倍増 
管を代表とする光センサや各種光源（ランプ）の開発、製造、
販売を主な事業としています。



・地域清掃
豊岡製作所にて13日（火）に排水溝の落ち葉拾い、27日（火）には敷地周辺の清掃を実施しました。
2日間で延べ83名が参加し、落ち葉や可燃ゴミ等を合計18.35㎏回収しました。
また、天王製作所でも7日（水）に22名で敷地周辺を清掃し、可燃ゴミやプラゴミ等を合計4.14㎏
回収しました。後日、活動報告書を食堂に掲示し、従業員に対して意識の啓発を実施しました。

・緊急用具箱点検
万が一、屋外で薬品が漏れても対処できるように緊急時
対応用具が備わっており、その点検を実施しました。

・グリーンカーテン
従業員の家でグリーンカーテンを作ってもらうために、希望者にアサガオや
ゴーヤの苗を配布しました。

・夏の省エネキャンペーン
照明やPCディスプレイの省エネを中心に実施しました。

浜松ホトニクス㈱電子管事業部



 株式会社イズミテックは愛知県豊橋市を拠点に、
 静岡、愛知を中心に業務を行う分析測定ラボで
 す。
 環境分析・測定、品質分析、ファインバブル
 測定をメインに、騒音振動対策、臭気対策、
 水処理薬品販売、ＲＯ濾過方式による災害用浄
 水器販売等を行っています。

 分析や環境に係る課題、お悩みがございましたら、
 お気軽にご相談ください。
 分析・測定のエキスパートとして、信頼性の高い
 サービスを提供いたします！



・2023年6月に豊橋商工会議所が主催するビジネスパークに
    参加。
豊橋市の中学校で弊社社員が、「プロフェッショナル 環境
の健康診断～騒音の測定～」と題した授業を行い、環境及び
環境測定分析業について啓発を行った。

・2022年度に感謝周辺の美化活動を年3回実施しました。
（毎年実施しています）

・2023年5月に、SBT（Science Based Targets）イニシアチブの認定を
取得、環境目標にも取り込み、会社としてCO2削減に取り組んでい
ます。

㈱イズミテック



・6/5 
朝日新聞 愛知三河版

 朝刊に『環境の日』
を紹介する広告を
掲載しました。

㈱イズミテック



本事業所は工場と研究所が併設されており、工場で経口製剤、外用製剤、ヘルスケア製品を製造しております。
また、研究所では製剤化の検討や安全性確認を行っております。



・新入社員へのEMSに関する教育の実施

・従業員への環境方針、目標の教育

・日本製薬団体連合会 第3回環境セミナーへの参加
（2/22）

・建屋内蛍光灯を順次LED化に変更

・産業廃棄物削減計画

・環境施設の点検清掃

・クールビズの実施

・広告塔ライトダウン（6/21、7/7：予定）

・緑化行事（5/26）：事業所周辺の清掃・除草（下記写真）

興和㈱富士サイト



新東海製紙㈱は、明治４３年に島田市にて
砕木パルプ工場を設立し、その後、現在の
主力事業である製紙事業を開始しました。
工場では、製紙設備５台、（段ボール原紙・
クラフト紙等）、パルプ製造設備およびバイ
オマスボイラー４缶を稼働させ、年間約
６５万トンの紙を生産しています。

■新東海製紙HP：https://www.shin-tokai-paper.co.jp/

https://www.shin-tokai-paper.co.jp/


・クールビズの実施（5/1～10/31）

・省エネセルフ活動の実施
（空調の適正な温度調節・未使用PCの電源OFFなど）

・熱中症予防＆エコドライブ推進のため従業員にメッセージ入り塩飴配布

・社内掲示板への環境月間スタートのお知らせ
  ・社内掲示板活用によるＳＤＧｓの推進及び家庭での省エネ取組事例の紹介

・工場 正門、南門、構内に環境月間の表示旗設置

・技術センター事務所内にポスター掲示

新東海製紙㈱



・島田市との環境保全協定の見直し協議実施（6/28）

・行政への定期報告書の遅延なき提出

・社内省エネ及びCO2削減検討
紙乾燥ドライヤー蒸気の効率化による省エネ検討・実施
2023年12月 実施予定

・県からの参加要請による不法投棄パトロールに
産業廃棄物協会会員として参加（5/30）

新東海製紙㈱



EP冷却塔

城内排水路

城内環境巡視（2023.6.14）



日本軽金属㈱清水工場

静岡県環境保全協会　様 令和5年7月6日

令和5年度　　環　境　月　間　行　事　実　施　報　告
日本軽金属株式会社　　清水工場

                         環境管理室
静岡市清水区三保　４０２５－１

1、社内行事として実施

実  施  項  目 月    日 実施者 実    施    内    容 結        果

公 各種測定機器の 6/1～6/30 計測機器 1.大気関係測定機器    1台 　問題なし

害 点検、調整 管理担当者 2.水質関係測定機器　　50台

防 排水、排ガス等 6/1～6/30 環境分析 1.大気関係　　　　　　　　　1ｹ所

止 の測定 担当者 2.水質関係　2ｹ所×4回＝8測定 　問題なし

施 　　　　　　　　3ｹ所×1回＝3測定

設

等

の 環境巡視及び 6/14 工場長、 1.環境巡視 　工場長より

総 環境管理委員会 部､室､課長 ①EP冷却塔 　「排水路の健全性確保に努めてもらい

点 ②場内排水路 　たい。」

検   「類似トラブルは繰り返し発生している

2.環境管理委員会 　ので、過去事例と照らし合わせて現状

　の見直しをお願いする。」

　とのコメントあり。

環 工場内外の 6/1～6/30 従業員 除草、清掃

境 除草等 協力業者

美

化

環境月間の啓蒙 6/1～6/30 環境管理室 1.環境月間行事の通知

その他 2.6部署の車のドアに環境月間の 　啓蒙活動として効果あり

　文字と工場活動のスローガン掲示

2、他団体主催の行事に参加

社外行事 三保松原下草刈り活動 6/24 10名参加 静岡市環境保全推進協力会　主催

への参加



三保松原下草刈り活動（2023.6.24）

日本軽金属㈱清水工場



射出成形機、
ダイカストマシン、
押出成形機、
超精密加工機、
工作機械、
産業用ロボット、
電子制御装置、
鋳物などの製造・販売および
アフターサービス

・環境標語、ポスター募集および掲示
・全社環境責任者からの環境月間メッセージの発信
・工場デジタルサイネージや掲示板による環境情報の発信

・eラーニングによる環境組織人員（社員＋派遣・請負）への教育実施

・ライトダウンキャンペーンの実施
（6/21 静岡県内4事業所、その他2事業所で実施）

・緑のカーテン設置
・美化ボランティアの実施（御殿場工場）
・クールビズの実施
・省エネパトロールの実施
・化学物質の使用・保管状況のパトロール実施 ・環境標語、ポスターの表彰

・環境行事参加上位職場の表彰



不要時間帯での照明消灯

月2回のノー残業デー実施

広告搭夜間照明の消灯（通年）

ISO入門教育実施 6月1日（WEBセミナー 16名参加）
・ISOとは
・ISOマネジメントシステム規格の歴史と審査登録制度
・ISOマネジメントシステム規格とは
・ISOマネジメントシステム規格要求事項（基礎編）



■6月1日 全従業員対象に環境意識啓発のための情報周知をメール配信した。

（コロナ対策、工場朝礼中止の為）

・6月は環境月間、このうち6月5日は環境基本法で定めた「環境の日」、

国連では「世界環境デー」、家庭での省エネ、廃棄物について話し合いを！

・パリ協定の採択、発効の目的とポイント

・近年のエネルギー（電気、ガス、重油など）の納入単価及び年間の使用量とコスト

・廃棄物の年間処理量と費用について

・省エネ、廃棄物削減のための具体的行動事例を示すとともに従業員に対し

継続的に行動に移す様、周知した。

シミック㈱静岡工場



■工場周辺のクリーン作戦6月16日（金）実施

・昼休みも生産ラインが稼働しているため参加が難しい状況であったが
100名の参加者により実施。
可燃物、不燃物などゴミが収拾された。

排水溝の汚泥除去の
力仕事も暑い中
頑張ってくれました。

回収したゴミ（20.8㎏）

シミック㈱静岡工場



当社は、1961年12月に純国産技術で開発された合成
繊維「ビニロン長繊維」の企業化を目的とした日本
ビニロン株式会社として創業しました。

1970年8月、株式会社ニチビに改組し、現在は主とし
て水溶性繊維のソルブロン®、耐熱性繊維のニチビア
ルフ®（アルミナ長繊維）の製造販売を行っておりま
す。



・不法投棄防止キャンペーンののぼり旗を提示。（6/1～6/30）

・ライトダウンとして、6/1～9/30まで野外広告看板照明消灯。

・工場周辺のパトロールと清掃を1回/月実施。

・工場内蛍光灯を順次LED化。

・6/27に河川愛護・美化運動として 大井川土手及び河川敷の清掃実施。

㈱ニチビ静岡工場



原稿を寄せてくださった会員の皆様、
ありがとうございました。



活動報告事項 活動報告事項

・社内ポータルサイト、メール等のSNSによる環境月間の呼びかけ ・ライトダウンの実施

・会社だよりを発行し、環境月間の行事を周知 ・施設内外の除草と清掃を実施

・環境ニュースを発行し、プラスチック汚染をの状況を周知 ・河川愛護・美化運動として大井川土手及び河川敷の清掃

・垂れ幕や看板、ポスター、デジタルサイネージによる環境月間の周知 ・工場内の蛍光灯をLED化

・ノーカーデーやエコ運転の啓発 ・施設内の省エネパトロールによる空調設備や照明器具のチェック

・社用車のドアに環境月間の文字と向上活動のスローガンを掲示 ・エアコン下部にハイブリッドファンを設置し、空調効率を向上

・不法投棄防止キャンペーンののぼり旗を掲示 ・排水・排ガスの測定

・eラーニングによる環境組織人員への教育実施 ・環境測定機器の点検校正を実施

・環境の日を紹介する広告を朝日新聞に掲載 ・環境巡視（EP冷却塔、場内排水路、廃棄物置き場）

・社内掲示板でSDGｓの推進及び家庭での省エネ取り組み事例を紹介 ・海岸、湖岸、河川の清掃

・環境リーフレットの全従業員への配布 ・緑のカーテン設置（職場・自宅）

・所内ビオトープの活動をHPに掲載 ・クールビズの実施

・カテエネの利用の促進 ・化学物質の使用・保管状況のパトロール

・新入社員への環境マネジメントシステム（EMS）に関する教育の実施 ・定期的なノー残業デーを実施

・従業員への環境方針・目標の教育 ・私物ごみやタバコの吸い殻の持ち帰り

・SBT（Science Based Targets）イニシアチブの認定を取得、環境目

標にも取り込み、Co2削減に取り組み

・熱中症予防＆エコドライブ推進のため、メッセージと塩飴を配布

・市との環境保全協定の見直し協議

・紙乾燥用ドライヤー蒸気の効率化による省エネ検討

・早期退社デ―の設定

・緑化事業

・産業廃棄物削減計画

・排水処理施設見学会を実施 ・環境標語、ポスターの表彰

・生態系・生物多様性保全動画の視聴 ・環境行事への参加した職場の表彰

・環境向上標語の募集

・従業員のPC立ち上げ時に環境クイズを実施

・社内HPに環境コラムを掲載

・商工会議所のビジネスパークに参加し、環境及び環境測定分析を啓発

・ＩＳＯ入門教育を実施

・日本製薬団体連合会の環境セミナーへの参加
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環境月間の主な活動報告事項
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活動報告 上位 10項目
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